
卒業時の支援について
～セルフケア習慣を維持するために～



１ 卒業後の生活イメージを確認

・ 「身体状況が改善したらやりたいことに」ついて、事前に包

括担当者から本人に確認してもらった。

・ 担当者会議に出席し、利用者に短期集中予防プログラムにつ

いて、心身の状態改善を目指すサービスであることを説明。

・ お二人とも、卒業時の状況が想像しにくい様子であったため、

卒業が近づいて今後の生活の見通しがついたら、利用可能な社

会資源等について紹介することを約束する。



２ 開始２か月後に確認した卒業後の生活イメージ

Ｈさん Ｏさん

・ 時々遊びに来る孫に食事を
ふるまったり、お小遣いをあ
げるのが生きがい。
・ 少しでもお金を稼ぎたいと
作業所に行きだしたため、通
所を継続できるよう、卒業後
も体力を維持したい。
・ 以前より楽に歩けるように
なって外出の自信がついた。
・ 場所や時間が分かれば、地
域の集まりにも興味がある。
・ スマホが使えないため、動
画は観れないが、パフレット
の運動ならできそう。

・ 足のしびれば変わらないが、
タクシーに乗って友人と食事
に行けた。
・ デイサービスの宿題は毎日
ではないがやっている。
・ また妻と一緒に旅行にいけ
るといいなと思っている。
・ 地域の集まりなどは面倒な
ため行きたくない。
・ 動画を観てやるような運動
なら卒業後も自宅でできそう。

上記を包括や事業所と共有し、卒業
後のセルフケア習慣を維持するため
に必要な支援を検討した。



３ 卒業に向けた地域包括支援センターの支援

ケアマネジメントＣの実施

・ 本人が卒業後に取り組むことを「私のプラン」に明記

・ ３か月後にモニタリングを実施し、卒業後の本人の生活を確認

⇒自立支援加算の算定Ｈさん

Ｏさん

ケアプランにセルフケアで取組内容を明記

・ 目標に対する具体策として、「定期的に運動すること」と「少し

でも歩く」と設定

・ 口腔機能の維持のための取組を追記

・ ３か月後にモニタリングを実施し、卒業後の本人の生活を確認



４ セルフケアを維持するためのツール

京都市おススメの運動
動画にアクセスできる
二次元コードつき

卒業後も改善した生活
習慣を継続できるよう
目標等を記入できるよ
うなカレンダーを作成。
最終日にプレゼント☆



４ セルフケアを維持するためのツール

京都市の作成している自宅
での隙間時間を活用してで
きる運動が紹介されている
パンフレットを提供。

Ｈさんには近隣の地域資源の情報を
提供し、必要時顔つなぎすることも
伝える。
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